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1. はじめに 

長崎県北西部に位置する生月大橋において比較的大きな損傷が発見された．損傷の原因として，交通による

振動や風による励起振動が考えられるが，現地の交通状況を考慮すると，交通振動による疲労損傷が発生する

可能性は低く，後者の影響が大きいのではないかと推察される．そこで本研究では生月大橋の風況を分析し，

風と振動との関係性を定量的に把握することを図った． 

2. 研究の目的 

 各中間橋脚部での風況の差異を把握するために，風向分布，風速の頻度分布から分析を行った．また，振動・

風向・風速の相関を把握するために振動発生時における風況の分析を行い，各中間橋脚部での強風の発生状況

を分析した．これらのことから，局所的な条件下において，各中間橋脚部の風況の差異を明らかにする．  

3. 調査概要 

3.1 対象橋梁と現状 

本研究の対象橋梁である生月大橋は離島間の海峡に架設されており，橋軸直角方向からの風が卓越する傾向

にあること，冬季には強い季節風が吹きつけることが想定さ

れる．き裂は図-1に示す P6 橋脚近の北側斜材部に発生して

いたが，現在は補修済みである． 

3.2 風向・風速計測位置 

 本研究では，図-1の赤い丸に示すように，北側と南側に

設置した計 4器の風向風速計と中央支間に設置した風向風

速計を用いる．2011年 12月より観測している．また，併せ

て，損傷が発生した部材と同様の構造諸元を有する部材にお

いて，ひずみ計測および振動計測を実施している． 

3.3 調査内容 

 P5・P6・中央の各観測地点における観測データについて，

風向・風速の変動，頻度分布，および各風向の発生確率，強

風時，振動発生時における分析から両者の違いを比較した． 

4. 調査結果 

4.1 P5・P6における風向分布の比較 

 P5・P6 中間橋脚部に設置した風車型計測器のデータの，

2011年 12月から 2012年 11月における風向分布を図-2に示

す．各北側計測地点では 0～115°，295～360°の風を，各

南側計測地点は 115～295°の風を有効にして，P5・P6の風

向分布を表した．P5 においては北～北東方向の風が卓越し

ている．一方で，P6 においては北東・東北東方向の風が多
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図-1 生月大橋概略図およびき裂箇所 

図-2 P5・P6における風向分布 

土木学会第68回年次学術講演会(平成25年9月)

 

-979-

 

Ⅰ-490

 



く吹いており，北寄りの風は P5 に比べ少なく分布し

ている．南西方向の割合については，P5よりも P6の

方が多く分布している．橋軸方向である北西方向の風

は P6に多く分布している．  

4.2 風速の頻度分布の比較 

 2011年 12月から 2012年 11月までの 10分間最大風

速の頻度分布を図-3 に示した．P5 北側において他点

に比べ高い風速域を観測した．また，風速 20m/sの強

風時における標準偏差を比較すると，P5北は 6.7，P6

北は 3.1，P5 南は 1.9，P6 南が 1.5 となった．P5・P6

両北側は南側に比べて大きい標準偏差であることか

ら，南側の風速は安定している一方で，北側は風速の

変動が大きい傾向にある． 

4.3 風速・振動の相関 

P5における振動発生時における同時刻の風速・RMS

の関係を示したものが図-4である．なお，観測風すべ

てを分析に用いている．P5北側において風速 3～

10m/sの低風速域と，風速 20～25m/sの高風速域で

RMS値が大きくなっている．P5南側においては風速

16m/s程度の風から振動強度が高くなる傾向となっ

た．  

4.4 P5・P6中間橋脚部での強風の発生状況 

上述より，風速 15m/s以上の風において大きな振幅

が現れることが確認された．そこで，P5・P6 中間橋

脚部における風車型風向風速計で計測した．2011 年

12 月から 2012 年 11月の 10 分間最大風速のデータか

ら，風速 15m/s以上の風を抽出し風向分布を図-5に示

した．強風は P5 北において最も多く計測されている

が，亀裂が発見された P6 北においては最も少ない値

となった．そのときの風向は P5 北・P5 南・P6 南は

概ね北東方向に多いが，P6 北は南西方向に多いとい

うことがわかった．風速 15m/s以上の風の発生時間は，

一年で P5 において約 274 時間，P6 において約 51 時

間であった． 

5. まとめ 

架橋地点の風向は P5・P6ともに概ね橋軸直角方向である北東・東北東・南西方向に多いことが確認できた．

平均的な風速は，P5 の方が P6 より高い．強風時の風速の変動は P5・P6 の北側において大きいことがわかっ

た．風速・振動の相関性については，P5北側において風速 4～10m/sの低風速域と，風速 20～25m/s の高風速

域で RMS 値が大きくなっている．また，風速 15m/s 以上の強風の発生状況は P5 の方が顕著に多く吹いてい

ることがわかった．このように，P5・P6 間の差異が生じるのは，架橋地点周辺の地形の影響であると考えら

れる． 

 

図-3  P5・P6における 10分間最大風速の頻度分布

 

図-4 風速と加速度 RMSの相関 

 

 

図-5 風速 15m/s 以上の風における風向分布 
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